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上 原 重 男 (東大 ･良 ･森林植W )
ニホンザルMacacafuscataの
社会学的,生態学的研究は,1940
年代の米から始まり,餌づけと個
体識別という独特の方法により,
これまで数多くの成果が生まれて
きた｡この中で明らかになった,
ニホンザルの適応性の強さ,社会
描出の多様性の問題を,生息環境
とのBg迎において,生態学的に考
究≦する研究は,今後に残された大
きな問AZlの-つである｡この間題
を追求する節1段階として,ニホ
ンザルがその生息環境である森林
植生を,どのように利用している
かを銅盤する必要があろう｡そこ
で韮者は,人為的混乱の度合と,
海ilJ紋から内陸へ向かう (すなわ
ち,碗北方向の)自然環境傾度に
沿った変化という,二つの意味で
森林椎生の多様性が認められる,
千苑県刀総半島元清澄山地区に生
息するニホンザルについて,1970
年4月から10ケ月にわたり調査を
続けてきた.元清澄山地区のニホ
ンザルは,これまでほとんど現地
調査がなされておらず,そのため
群れの赦 ･分布といった最初の段
階から調査を始めたので,目的と
● 現在京大,壁,自然人類
するところまでは到底達し得なかった｡従って,本報告
は現段階までに明らかとなったことをとりまとめた中間
報告である｡
調査は双眼銃を用いた直接観察と,周辺良家を中心と
した聞き込みおよびはがきによる情報提供によった｡
これまでに明らかになったことは次の通りである｡
1. 元清澄山地区の西側に位置する苗宕山地区との間
には,群れの生息しない 4'無碍地帯"が南北にひろがっ
ているが,両地区が完全に分離しているかどうかは,令
後の調査を待たなければならない｡
2. 元清澄山地区には,約11群のニホンザルが生息し
ていると推定された｡ただし,2,3の群れについては
若干不明確な点があり,今後の調査によって,この;蜘土
修正されるかも知れない｡また元清澄山地区北方の福野
･硫局地区に,少なくとも1群が生息していることが明
らかとなった｡今回の調査では,前出3地区の他には,
房総半島にニホンザルの群れの生息は確認されなかっ
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